
令和　　　５年度　   園評価書
48 園名       辻こども園

Ⅰ　経営の重点に関わること 評価段階（Ａ：よくできている　Ｂ：概ねできている、Ｃ：あまりできていない、Ｄ：できていない）

１　教育・保育目標 自己評価 関係者評価

A

A

A

Ⅱ　各領域に関わること

大項目 自己評価 関係者評価

A

A

A

B

A

B

B

A

B

A

B

B

園番号

２　重点目標 評価指標 園説明 園関係者評価委員から 改善策（来年度の具体的な取組目標等）

心身ともに
元気な子

うれしい・たの
しい・だいすき

～十人十色の輝
くらしさ～

自分なりに繰り返し試したり、工夫し
たりして遊んでいる

可動遊具・虫・砂・水など自分が興味を持ったことを試しながら自
らが楽しいと思えることを探し「もう一回やってみたい」と思った
ことで繰り返し遊んでいる。友達の遊び方を真似してみる、次は違
う方法で試してみるなど自分で考え工夫する姿も見られている

B
・100パーセントではないかもしれ
ないが、先生方は子ども一人一人
に対応されていると思う
・今の先生方はお兄さん、お姉さ
んのように子どもに言葉を添えて
くれていて丁寧だと思う
・年度当初は担任も変わり戸惑い
も見られたが、先生たちとの信頼
関係が育ってきていることを子ど
も達を見ていてとても感じる

・友達とのかかわり方が難しい子の姿もあるの
で、保育者が仲立ちとなり根気よく伝えていく

・基本的な挨拶が身についていない子が多い。保
育者が見本となり日々伝えていく

・自分の思いを表現するのが苦手な子もいるの
で、保育者が思いを読み取り言葉にするなどの配
慮をしていく

興味を持ったヒト・モノ・コトに自分
から関わろうとする

クラスの友達や異年齢児、担任以外の保育者とかかわること
が増え親しみを持って接している。保育者が用意した素材や
環境に心を動かし積極的に遊ぶ姿が見られている A

自分の思いを言葉やしぐさ、表情で表
現している

自分の思いや感情を、年齢や発達に応じ、その子の表現でき
る方法で積極的に表している。子ども一人一人の良さや発想
などを保育者が具体的な言葉にして認めている A

子どもが、使いたい素材や道具を選び
継続して遊ぶことができる環境を整え
ている

子どもが「今、何に興味を持ちどんなことをして遊んでいる
のか」を読み取りながら可動遊具や自然物、空き箱、ボンド
などの素材や道具などを用意したり、続きの遊びができるよ
うな環境を作ったりしている

B

中項目 評価指標 園説明 園関係者評価委員から 改善策（来年度の具体的な取組目標等）

子ども達一人一人の育ちを職員間で共有し、発達
の見通しを持ちながら協力して次の環境を準備し
ていく

(2)一日の生活の連
続性及びリズムの
多様性への配慮

一人一人の生活の流れを意識し安心し
て過ごせる場や時間を保障している

職員間で連携し個々の様子やその日の体調、機嫌などを共有
しながら個々に合わせた活動が行えるよう配慮している A

子ども達が安心して保育者に助けを求めることが
できたり、満足するまで夢中で遊ぶことができる
ような環境や時間、空間の保障を引き続き行って
いく

(1)0歳から小学校
就学前までの一貫
した教育及び保育

発達や経験の差を考慮し、適切な環境
構成や援助を行っている

どのクラスも、月齢やその子の発達などを含め個人差が大き
いため、子ども一人一人に合わせた言葉がけやかかわりを
行っている。個々の興味や経験の違いなどにも配慮して環境
を工夫している

A

子どもの姿を基に、今、どのような環境が必要か
職員間で話し合う時間を確保していく。玩具や素
材、道具など子どもが必要なものを自分で選び使
える環境をつくる

２
安全管理・指導

(1)事故防止・防災

ねらいを明確にした避難訓練・不審者訓
練を実施し非常時の判断力を養う。ヒヤ
リハットした出来事を全職員で共有し、
安全対策を確認している

様々な想定を基に各訓練を実施した。突然起こる災害に対応
するための訓練となるよう予告なしの実施も行う。また不審
者対応の見直しを行った B

職員一人一人の危機管理意識と判断力を高めるた
めに、訓練方法の見直しやマニュアルの読み合わ
せを定期的に行っていく（4月、７月、10月、１
月）

１
こども園におけ
る教育及び保育

・個別の対応が求められるが、担任
間で連携してよくみているのがわか
る
・子どもは一日の中で園にいる時間
が長いので保護者にとっては体調が
気になるところ。感染症のお知らせ
ボードを出してくれたりお迎えの時
に教えてもらえたりして助かってい
る

・創意工夫して遊んでいることが良
くわかる。「良い環境を」と追及す
ると際限がないと思う

・『安全管理』について評価をAにし
てしまうと慢心してしまうので、防
災や、事故防止は「もっとできるの
では？」と思って取り組んでいただ
きたい

・組織の中のことは外からみてもな
かなかわかりにくいことですが、分
掌はがんばってやっていても成果が
目に見えるもの、見えにくいものが
あるのではないかと思う

・公開保育で外部の方に来てもらい
学び合い子どもに返すことができて
いるのではないだろうか。よく追及
していると思う（参加できない人に
どうやったら同じようなレベルで伝
えていけるかが大事）

・室内の環境もクラスに応じたカ
ラーで工夫してくれている

・保護者アンケートの結果から園と
しての対応を検討していくことも大
事だと思う

・近隣の学校や地域との連携はコロ
ナが落ち着いたばかりなので、これ
から…発展途上ですね

・地域との連携はいろいろな方向に
これから手を伸ばすことができると
思います
・生涯学習交流館の利用や連携も検
討するといいと思う

(3)環境を通して行
う教育及び保育

３
保健管理・指導

(1)健康教育の充実

健康に生活する習慣や態度が身に付
き、見通しをもって行動できるよう援
助している。食育活動を充実させ、食
への関心を深めている

生活習慣の自立に向けて個々に合わせたかかわりをしてい
る。自園栄養士が毎月食育活動を企画、実践していく中で子
ども達の食事や食材への興味が高まっている A

引き続き健康、安全、食育に関する指導を家庭に
も行っていく

４
特別支援教育・
保育

(1)支援体制づくり
の推進

一人一人の発達や特性を把握しその子
に合った支援計画をたて支援を行うと
ともに一貫性のある関りをしている

安心して園生活を送ることができるよう支援計画を作成した
り、関係機関と連携を図り情報を共有していった。活動の見
通しや内容が理解できるよう写真やイラストを使い可視化し
伝えている

B
担当者だけでなく、全職員に２カ月に１度情報共
有の時間を設けていく

５
組織運営

(1)組織体制の充実
職員一人一人が自分の役割に責任を持
ち互いに連携を取りながら教育・保育
を行っている

担当する分掌の行事企画案や進捗状況を月の会議で報告し職
員間で共有している。一人一人が自身の役割を担いながら協
力して教育・保育や行事などを進めている B

担当リーダーが見通しを持ち分掌を進める力をつ
け全職員が連携をとり実施できるようにしていく

６
研　修

(1)研修体制の充実

重点目標や研修テーマをもとに日々の
振り返りや園内研修で意見を出し合
い、環境及び援助の方法を共有してい
る

毎週、日誌で研修テーマの振り返りを行っている。公開保育に他園
から多数の参加があり園内研修ではグループワークや付箋を利用し
積極的な意見交換ができた。10の姿を基に子どもの成長を読み取
り、確認しあう研修も行っている

B
教育、保育の質の向上や環境を見直すために、
日々の保育の振り返りを共有する時間を定期的に
設ける

７
教育・保育環境
整備

(1)教育・保育環境
の充実

子どもが繰り返し考えたり試したりで
きるよう、子供の発達や興味に沿った
環境を工夫している

年齢や経験に応じた玩具や素材、道具を用意することで子ど
も達の興味が引き出され、考えたり試したりしながら遊ぶ子
どもの姿が見られている B

素材研究を職員間で行っていく。また室内環境を
クラスの子どもに合わせ工夫していく

８
家庭との連携・
協力

(1)家庭教育への支
援機能の充実

遊びの中で育っている子どもの力や保
育者の意図を、可視化しながら保護者
に伝え子どもの育ちを共有している

乳児は連絡ノート、幼児は各クラス毎のボードを使い毎日子
どもの様子を伝えている。行事のドキュメンテーションを作
り掲示。毎月クラスだよりで子どもの育ちや保育者の意図を
写真も交えて伝えている

A
引き続き家庭と、遊びの経過や子どもの育ちを送迎時、ド
キュメンテーション、クラスだよりなどを利用し情報共有す
る。今年度末よりタブレットを導入。アプリを介した保護者
とのコミュニケーションを段階的に進めていく予定

９
近隣の学校との
連携

(1)近隣の園との連
携の推進

近隣園・近隣校と情報交換や交流の機
会を作っている

辻小学校でのスタートカリキュラムに参加。近隣園の公開保育に参
加し、近隣園の職員が自園の公開保育に参加している。飯田中、一
中の職業体験や東高生とのふれあい体験を受け入れ交流した。西久
保こども園、清水待機児童園との交流を1月から持っている

B
辻小学校との交流の機会をコンスタントに持って
いく（年３回以上）。引き続き近隣園との交流を
行っていく

１０
地域との連携

(1)信頼される園づ
くりの推進

地域との交流を深め、地域のこども園
として親しまれる園になっている

未就園児を対象としたおしゃべりサロンを年に9回実施。3組
～10組の参加がある。はーとぴあで写真展・作品展を行い、
辻こども園の教育・保育を発信した。地域の方からアンケー
トで温かいメッセージが多数寄せられた

B
乳児の子育て世帯にアンケートをお願いしている。結果を基
に来年度おしゃべりサロンの計画・実施をする。来年度も
はーとぴあで写真展・作品展を実施予定。地域の方との交流
の機会を、保育者が発信し実現していく


